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奥l1B 1竣介 本センター教授
松本朋子 本センター非常勤講師
嶋本隆光 本センター教授
]符 i育行 本センター准教授
編集後記
fS本務・日本文化j 第 37 与?をお届けする。
今号にはニ本の研究論文と二本の研究ノー
トが絞る。論文のうち一本は民俗学に関する
もの、一本は日本語の綬史に関するものであ
る。また研究ノートは、一本が近現代思想、
もう一本が日本語の歴史についてまとめられ
文化j 編集委員会において適当と認めら
れた者。
2 内容:日本誌・ 8本文化等に関する未発
表の研究論文・研究ノート・研究報告書事。
3 体裁:研究論文は 400 字詰E草稿用紙 50
枚前後(欧文は A4 ダブルスペース 30
枚前後)、研究ノート・研究報告は 25 枚
前後(欧文は 15 枚前後)。
4. 姿旨:本文和文の場合、欧文による姿設
(A4 ダブルスペース l 枚)を、欧文の;場
合は、和文による要設 (800 ".i'ニ絞皮)を
添付。
5. 採否:原稿の採i'fìは『日本語・臼本文化j
編集委員会が決定する。
たものである。 編集委員
前号もそうであったが、ちょうど半分とな
る二本ずつ、文化に関する論考と、言認に関 |嶋本隆光 真由烏尚子 撚川智也
する論考とが救ることになった。本誌は rs 認 清行
本語・日本文化j という名前を持つし、それ
を発行するのは「日本語日本文化教育センタ
ーJ である。教育にしても、研究にしても、
言語と文化は間つの翼のようなものであり、
どちらかに偏るべきでないことは言言うまでも
ない。本センターでは、指広い専門のスタッ
フがそれぞれの範闘を分担することで、それ
を実現している。しかし、特に学術研究が現
在のように高度に専門化・先鋭化している状
況の下、一人の倒人が何分野にまたがった研
究をすることは、ますます少なくなっている。
それは巴むを得ないことではあるが、望まし
いことでもあるまい。たとえば本誌を契機と
して両研究の成果が交流することになり、そ
れが次第に広まってゆくことがあれば、編集
予として喜びlこ壌えない。
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